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研究成果の概要（和文）：本研究は，社会認識形成に関する縦断的調査を通して，社会認識形成

過程の仕組みやその特徴，認識発達を促進する教育的働きかけについて検討することを目的と

する。子どもの社会認識発達の特徴としては，1)中学生の社会認識の発達は量的増加と共にい

くつかの質的に異なった発達段階に区切られること，2)中学校 2，3 年生頃を移行期として子ど

もの思考力・判断力が発達すること，が想定される。 

 
研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the mechanism of and characteristics 
for the process of formation of children’s social cognition through a longitudinal study. 

The predicted characteristics of the development in children’s social cognition are : 
1) the development of social cognition of junior high school students can be divided into 
several qualitatively different phases; 2) logical thinking and judgment of junior high 
school students develops through the transition period of the eighth and ninth grades. 
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１．研究開始当初の背景 

子どもの社会認識（社会の見方・考え方）
の発達の解明とそれに即した授業実践は，科
学的な社会認識の育成を目指す社会科教育
の基礎的かつ重要な研究課題だといえる。ま
た，現行の中学校社会科学習指導要領では，
「児童生徒の発達段階を踏まえ，各学校段階
の特色を一層明確にして内容の重点化を図
る」（文部科学省『中学校学習指導要領解説
－社会編－』大阪書籍，1999 年）ことが改善
の基本方針としてあげられており，生徒の発

達やその実態に即した弾力的な指導がこれ
まで以上に各学校に対して求められている。
これらのことから，生徒の社会認識の発達と
それに即した授業改善に関する実証的かつ
具体的な提言が求められている。 

 

２．研究の目的 

本研究は，子どもの社会認識の発達に即
した社会認識形成の基礎理論を検討・構築す
るために，社会認識の発達プロセスに関する
実証的データを収集することを目的とする。 
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３．研究の方法 

 上記「研究の目的」を達成するために，主
として以下の４点に関する研究を行った。 
(1)社会認識発達とその形成を扱った国内外
の著書・論文・資料の収集と分析。 

(2)中学生の社会認識構造（社会のわかり方）
を測るための調査問題の開発。 

(3)中学生の社会認識構造の変容過程を解明
するための調査の実施。 

(4) 中学生の社会認識発達とその形成（発達
を促進する条件及び指導方略）についての
具体的な検討。 
調査（(2)～(3)）の手続きは以下の通りで

あるである。 
(2) 調査問題の開発 
①中学生の社会認識発達を測る予備調査問
題（公民問題と歴史問題）の作成 
②予備調査の実施と結果分析 
③中学生の社会認識発達を測る調査問題と
分析方法の確定 
(3) 発達調査の実施 
①調査計画の立案 

これまで行った横断的調査の方法的課題
の検討，縦断的調査の調査計画を立案，調査
校の決定，調査校へ研究協力の依頼 
②1年次調査の実施 
調査結果の整理と分析 

③２年次調査の実施 
調査結果の整理と分析 

 
４．研究成果 
 本研究では「中学生の社会認識の発達」を，
教科指導を通した「中学生の思考力・判断力
の形成・発達」に変換して考察を行った。以
下は，(1)「中学生の思考力・判断力の形成・
発達」を測るために開発した調査問題，(2)
調査結果，(3)調査を通して明らかになった
中学生の社会認識発達の特徴，(4)今後の課
題，である。 
 
(1) 開発した調査問題の構成 

社会科で育成をめざす「思考力・判断力」
は，社会的事象に関する「知識」と，問いの
構成と資料活用の技能を基盤とする「思考技
能」とが一体化した能力である。授業で，教
師と生徒の間でやりとりされる社会的事象
に関わる知識は，以下の６層から成る「構
造」として把握できる。 
①事象記述：特定の事象に関する事実そのも
のを記述した知識。 
②事象解釈：特定の事象に関する事実を解釈
し，因果，目的結果，意義などを説明した知
識。 
③時代解釈：個別の事象（事実）の解釈を総
合して広い時間的範囲にある時代の社会の特
色を説明した知識。 
④社会の一般理論：個々の事象の起因や影響

を説明するのに用いられる一般的概念的な知
識。 
⑤価値的知識：個々の事象を，解釈内容をふ
まえて評価的・規範的に判断した知識。 
⑥メタ知識：知識構成の背後にある立場や価
値観を吟味し解釈した知識。 

社会科における「知識」「思考技能」「思
考力・判断力」を分析的に，相互関連的にと
らえることにより，調査で評価しようとす
る子どもの思考力・判断力の質・内容を視
点に設定したテスト問題の類型は以下の３
つである。 
①社会認識力評価型 

社会的事象に関する事実を資料に基づい
て確定し，それらの事実間の関係や事象の本
質を推論することを通して解釈し説明でき
る能力を評価する問題 
②社会的判断力評価型 

  社会的（歴史的）論争問題に対応する複数
の政策・行為の選択肢を，事実を根拠に評
価し選択していく能力を評価する問題 
③批判的思考力評価型 

文字・図像・映像・音声などにより示さ
れる，社会的事象に関する言説の背後にあ
る価値観や立場，あるいは言説の構成方法
を，時代の社会の特質と関わらせて読み解
き吟味していく能力を評価する問題 

予備調査の結果をふまえて開発した問題
は以下の５つの問題からなり，公民問題と
歴史問題のそれぞれを開発した。 
問題１：社会認識力評価型事実判断問題 
問題２：社会認識力評価型帰納的推論問題 
問題３：社会認識力評価型演繹的推論問題 
問題４：社会的判断力評価型問題 
問題５：批判的思考力評価型 
 
(2) 調査結果 
以下は，歴史問題と公民問題のそれぞれ

について，学年進行に伴い各問題解決に使
用する思考力・判断力のレベルも上昇する
か否か，また歴史と公民の分野で使用され
る思考力・判断力に分野間で違いがあるか
否かを検討した結果である。なお，問題１
については生徒の回答数を得点化（０点から
６点）し，問題２から問題５では，回答を質
に着目しながらレベル０，１，２の 3段階に
分類したものである。 
①社会認識力評価型事実判断問題の結果 

回答について２（分野：歴史，公民）×３
（学年：１年生，２年生，３年生）の分散分
析を行った（図１）。その結果，学年間に差
がみられ，３年生の指摘数（平均値= 2.78）
が最も多く，次いで１年生（平均値= 2.47）
となり，２年生（平均値= 2.00）が最も尐な
かった。分野と学年の組み合わせによる違
い（交互作用）を検討した結果，歴史問題で
は，３年生（平均値= 2.76）と１年生（平均



 

 

値= 2.62）が２年生（平均値= 1.93）よりも
多く指摘した。公民問題では，３年生（平均
値 = 2.80）が１年生（平均値= 2.33）や２
年生（平均値= 2.08）よりも多く指摘した。
また，１年生では歴史問題の指摘数が公民
問題の指摘数よりも多かったが，２年生と
３年生では分野間に違いはみられなかっ
た。 
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図１ 社会認識評価型事実判断問題の平均回答数 

②社会認識力評価型帰納的推論問題の結果 
分野別に３（レベル：０，１，２）×３（学

年：１年生，２年生，３年生）のχ2検定を使
用して，問題２の回答における帰納的推論
の各レベルに分類される各学年の人数割合
の偏りについて検討した（図２）。その結果，
歴史問題では，レベル１に分類された人数
割合は，１年生（56.3％）で多く，３年生
（35.2％）で尐なかった。逆に，レベル２で
は，１年生（40.5％）で尐なく，３年生
（60.7％）で多かった。公民問題では，レベ
ル１の人数割合は，２年生（34.4％）で多く，
３年生（16.2％）で尐なかった。逆にレベル
２では，２年生（54.4％）で尐なく，３年生
（76.4％）で多かった。学年別に３（レベ
ル：０，１，２）×２（分野：歴史，公民）
のχ2検定を使用して，問題２の帰納的推論
のレベルが分野間で異なるか否かを検討し
た（図２）。その結果，レベル１の人数割合
は，歴史問題（１年生：56.3％，２年生：
51.2％，３年生：35.2％）で多く，公民問題
（１年生：25.4％，２年生：34.4％，３年
生：16.2％）で尐なかった。逆にレベル２で
は，歴史問題（１年生：40.5％，２年生：
41.1％，３年生：60.7％）で尐なく，公民問
題（１年生：59.0％，２年生：54.4％，３年
生：76.4％）で多かった。また，１年生では
レベル０でも分野間の偏りがみられ，歴史
問題（3.2％）で尐なく，公民問題（15.6％）
で多かった。 
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図２ 社会認識評価型帰納的推論問題の回答者率 

③社会認識力評価型演繹的推論問題の結果 
分野別に３（レベル：０，１，２）×３（学

年：１年生，２年生，３年生）のχ2検定を使
用して，問題３の回答における演繹的推論
の各レベルに分類される各学年の人数割合
の偏りについて検討した（図３）。その結果，
歴史問題では，レベル０の人数割合は３年
生（37.4％）で尐なかった。また，レベル１
の人数割合では，１年生（31.3％）で尐なく，
３年生（48.0％）で多かった。レベル２では，
２年生（6.5％）で尐なかった。公民問題で
は，レベル１の人数割合は，２年生
（52.6％）で多く，３年生（48.6％）で尐な
かった。逆に，レベル２では，１年生
（11.1％）で尐なく，３年生（39.6％）で多
かった。次に，学年別に３（レベル：０，１，
２）×２（分野：歴史，公民）のχ2検定を使
用して，問題３の演繹的推論のレベルが分
野間で異なるか否かを検討した（図３）。そ
の結果，レベル０の人数割合は，歴史問題
（２年生：51.6％，３年生：37.4％）で多く，
公民問題（２年生：25.9％，３年生：
11.8％）で尐なかった。逆にレベル２では，
歴史問題（２年生：6.5％，３年生：14.6％）
で尐なく，公民問題（２年生：21.6％，３年
生：39.6％）で多かった。また，１年生のレ
ベル１の人数割合は，歴史問題（31.3％）で
尐なく，公民問題（52.1％）で多かった。 
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図３ 社会認識評価型演繹的推論問題の回答者率 

④社会的判断力評価型問題の結果 
 分野別に３（レベル：０，１，２）×３（学
年：１年生，２年生，３年生）のχ2検定を使
用して，問題４の回答における価値判断・
意思決定の各レベルに分類される各学年の
人数割合の偏りについて検討した（図４）。
その結果，歴史問題では，レベル１の人数
割合は１年生（45.7％）で多く，３年生
（26.2％）で尐なかった。逆に，レベル２で
は，１年生（46.5％）で尐なく，３年生
（67.8％）で多かった。公民問題では，学年
差はなかった。学年別に３（レベル：０，１，
２）×２（分野：歴史，公民）のχ2検定を使
用して，問題４の価値判断・意思決定のレ
ベルが分野間で異なるか否かを検討した（図
４）。その結果，レベル０の人数割合は，歴



 

 

史問題（１年生：7.9％，２年生：12.1％，
３年生：6.0％）で多く，公民問題（１年生：
1.6％，２年生：2.3％，３年生：1.4％）で
尐なかった。 
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図４ 社会的判断力評価型問題の回答者率 

⑤批判的思考力評価型問題の結果 

分野別に３（レベル：０，１，２）×３（学
年：１年生，２年生，３年生）のχ2検定を使
用して，問題５の回答における批判的思考
力の各レベルに分類される各学年の人数割
合の偏りについて検討した（図５）。その結
果，歴史問題のレベル０の人数割合は，１
年生（29.8％）で多く，３年生（11.8％）で
尐なかった。また，レベル１では２年生
（28.4％）で多く，レベル２では３年生
（74.3％）で多かった。公民問題のレベル０
の人数割合は，２年生（13.0％）で多く，３
年生（2.7％）で尐なかった。また，レベル
１では１年生（64.0％）で多く，レベル２で
は１年生（26.4％）で尐なく，３年生
（46.6％）で多かった。学年別に３（レベ
ル：０，１，２）×２（分野：歴史，公民）
のχ2検定を使用して，批判的思考力のレベ
ルが分野間で異なるか否かを検討した。そ
の結果，レベル０の人数割合は，歴史問題
（１年生：29.8％，３年生：11.8％）で多く，
公民問題（１年生：9.6％，３年生：2.7％）
で尐なかった。レベル１では，歴史問題（１
年生：14.0％，２年生：28.4％，３年生：
14.0％）で尐なく，公民問題（１年生：
64.0％，２年生：55.7％，３年生：50.7％）
で多かった。レベル２では，歴史問題（１年
生：56.1％，２年生：56.9％，３年生：
74.3％）で多く，公民問題（１年生：26.4％，
２年生：31.3％，３年生：46.6％）で尐なか
った。 
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図５ 批判的思考力評価型問題の回答者率 

 

(3) 中学生の社会認識発達の特徴 

中学生の社会認識発達の特徴として次の
３点が明らかになった。 

一点目は，中学生の思考力・判断力（社会
認識力，社会的判断力，批判的思考力）は，
学年進行に伴って高くなることである。二
点目は，中学生の思考力・判断力は，特に
２年生から３年生にかけて伸長する傾向が
見られることである。このことは，社会認
識力（帰納的推論，演繹的推論），批判的思
考力においてより顕著である。三点目は，
同じ到達基準でも分野によって到達してい
る人数に違いが見られることである。この
ことは，分野によって到達しやすい問題と
そうでない問題があることを意味している。
以上の結果は，中学生の社会認識発達の連
続性（学年進行に伴う思考力・判断力のレベ
ルが上昇）と不連続性（能力が著しく伸長す
る時期の存在や分野による特殊性）という特
徴を示唆している。このことから，青年期
の社会認識発達には量的増加と共に質的に
異なった段階（質的な転換）が仮定される。 
 
(4)今後の課題 

本研究は，中学生が社会を認識していく内
的過程とその発達的傾向について縦断的調
査を通して検討したものであり，経験的では
なく科学的実証性を有した指導理論の構築
に発展させる可能性を有している。今後これ
らの発達調査の結果に基づいて，子どもの社
会認識発達に即した社会認識形成の基礎理
論を検討・構築するとともに，中学校社会科
の授業改善，授業構成の視点を具体的に提示
することが必要である。 
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